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三

郎

は

じ

め

に

旧
伊
勢
神
戸
藩
主
本
多
家
の
子
孫
、
本
多
康
彦
氏
が
、
そ

の
襲
蔵
文
書
を
本
学
史
学
研
究
所

に
寄
託
さ
れ
た

の
は
、
昭
和
五
十
五
年

で
あ
る
。
奇
し
く
も
同
年
四
月
に

筆
者
が
本
学
教
授
と
し
て
招
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
近
世
史
を
専
攻
し
て
い
る
関
係
上
、
同
文
書

の
う
ち
、
政
治

・
経
済
に
関
す
る
部
分
の
整
理

・
紹
介
が
、
筆
者
に

一

任
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

当
時
、
ま
だ
筆
者
も
石
川
県
白
山
麓

の

『
尾
口
村
史
』
や
、
能
登
の

『
内
浦
町
史
』
の
編
集
中
で
あ
り
、
『
北
浜
二
丁
目
戸
長
文
書
』
(
大
阪
市
史
編
纂
所
刊
行
)
や
、

『
年

々
留
-

銭
屋
五
兵
衛
日
記
ー

』
(
日
生
財
団
助
成

・
法
政
大
学
出
版
局
刊
行
)
も
執
筆
中
で
、
も

っ
と
も
繁
忙
な
時
期
で
あ

っ
た
。

か
た
が
た
、
そ

の
整
理

・
筆
写

に
は
、
学
生
の
勉
学

に
資
し
て
ほ
し
い
と
い
う
藤
井
理
事
長
の
御
意
向
も
あ

っ
た
の
で
、
学
生
有
志
を
も

っ
て
近
世
文
書
研
究
会
を
組

織
し
、
で
き
る
限
り
そ

の
作
業
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
筆
者
と
し
て
は
、
本
誌
の
誌
上
を
か
り
て
、
本
多
家
文
書

の
紹
介
を
目
的
と
し
た
論
文
を
発
表

し
て
き
た
。
そ
れ

は
左

の
如
く
で
あ
る
。

A
、
明
治
三
年
神
戸
藩

の

『
藩
制
取
調
書
』
に
つ
い
て

(第

一
五
号

・
昭
和
五
六
年
)

B
、
本
多
領
神
戸
藩
の
成
立
と
そ
の
歴
史
的
背
景

(第

一
六
号

・
昭
和
五
七
年
)

C
、
本
多
家
襲
蔵
若
年
寄
関
係
文
書
に
つ
い
て

(第

一
八
号

・
昭
和
五
九
年
)

D
、
本
多
忠
升

の

『
旅

の
夢
』
に

つ
い
て

(
第

一
九
号

・
昭
和
六
〇
年
)

本
多
家
の
維
新
史
料
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本
多
家
の
維
新
史
料

右
四
編
を
も

っ
て
、
成
立
期
以
来

の
藩
情

の
あ
ら
ま
し
を
み
た
の
で
あ
る
が
、

み
た
い
と
思
う
。

こ
こ
に
本
編
で
は
、
明
治
維
新
期
の
本
多
家
文
書
を
紹
介
し
、
其
後
の
展
開
を
探

っ
て

一
、
本
多
忠
貫
の
進
退

ま
ず
、
神
戸
藩

の
最
後
の
藩
主
、
本
多
忠
貫

に
つ
い
て

一
瞥
し
て
お
こ
う
。
忠
貫

は
出
羽
国
新
庄
藩
主
戸
沢
正
実

の
弟
で
、
神
戸
藩
七
代
藩
主
本
多
忠
寛

の
養
子
と
な

り
、
安
政
四
年
四
月

二
十
六
日
に
家
督
を

つ
い
だ
も
の
で
あ
る
。
本
多
家

の

『
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、

同
日
竹
橋
御
門
番
蒙
仰
、
五
月
十
三
日
家
督
御
礼
申
上

ま
で
で
筆
留

め
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
進
退

に
つ
い
て
は
、
他

の
史
料
を
も

っ
て
補
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
、
左

に
前
掲
拙
論
A
に
お
け
る
ま
と
め
を

転
載
し
て
お
く
。

(
前
略
)
時
あ
た
か
も
幕
末
動
乱
期
に
あ
た
り
、
こ
の
小
藩
も
風
浪

に
も
ま
れ
る
小
船
の
如
き

風
情

で
あ

っ
た
が
、
小
藩
な
り
に
そ

の
存
在
を
示
し

つ
つ
、
そ
れ
を

(
1
)

乗
り
こ
え
た
の
は
、
少
か
ら
ず
幸
運
に
恵
ま
れ
た
か
ら
と
も
い
え
る
が
、
忠
貫
が
ま
た
そ
れ
に
耐
え
る
人
物

で
も
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

幸
運
と
い
え
ぽ
、
先
代
忠
寛

の
と
き
天
保
十
四
年

の
水
野
忠
邦
の
上
地
令

で
、
も
し
こ
れ
が
適
用
さ
れ
る
と
、
本
多
家
の
河
内

の
所
領
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。
代
替
地
が
約
束
さ
れ
る
と
は
い
え
、
藩

の
重
要
財
源
を
失
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ

っ
た
が
、
幸

い
に
も
、
こ
の
案
は
各
方
面
の
反
対
に
よ
り
沙
汰
止

み
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
忠
貫

の
世
と
な

っ
て
は
、
文
久
三
年

八
月

の
天
珠
組

の
挙
兵
に
際
し
、
本
多
領
河
内

の
長
野
詰
代
官
吉
川
治
太
夫
以
下
が

こ
れ
を
支
援
し

た
た
め
、
処
罰
さ
れ
る
事
件
が
勃
発
し
た
が

(治
太
夫
は
逮
捕
護
送
中
自
殺
)
、

幕
末
忽
忙
の
折

か
ら
と
て
見
逃
さ
れ
た
ら
し
く
、

藩
は
そ
の
責
め
を
ま
ぬ
が
れ
た

よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
年
十
二
月
、
忠
貫
は
山
田
奉
行
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
慶
応
四
年
七
月
ま
で
勤
め
た
が
、
譜
代

の
小
藩
と
し
て
進
退
の
難
し
い
時
節

に
、
山
田

奉
行
と
い
う
絶
好

の
安
全
地
帯
に
か
く
れ
て
、
天
下

の
形
勢
を
観
望
す
る
こ
と
を
得
た
。
幕
府
に
深
い
恩
義
を
有
す
る
神
戸
藩
が
、
下
手
を
す
れ
ぽ
命
と
り
と
も
な

り
か
ね
な
い
天
珠
組

一
件

の
責
め
を
ま
ぬ
が
れ
、
朝
廷
側
に
も
好
感
を
も
た
れ

た
こ
と
は
、
非
常

な
幸
運
と
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

わ
た
ら
い

ふ

や
が
て
慶
応
四
年
七
月
、
南
伊
勢

に
度
会
府
が
お
か
れ
、
山
田
奉
行
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
、
忠
貫
は
新
任

の
度
会
府
知
事
橋
本
実
梁
と
交
代
し
て
八
月

五
日
に
入
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(
2
)

京
、
早
速
皇
居
警
衛
を
命
じ
ら
れ
、
翌
明
治

二
年

正
月
ま
で
滞
京
し
た
。
か
く
し
て
、
七
年
ぶ
り
に
帰
国
し
た
忠
貫
を
待

っ
て
い
た
の
は
、
同
年

六
月

の
版
籍
奉
還

で
あ

っ
た
。

そ
の
後

の
忠
貫

の
動
勢
を
、
『
神
戸
平
原
地
方
郷
土
史
』

に
仲
見
秀
雄
氏
が
加
筆
さ
れ
た
も

の
に
よ

っ
て
追

っ
て
み
る
と
、
忠
貫
は
す
で
に
版
籍
奉
還
を
同
時

に
華

族

に
列
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
十
七
年
子
爵
を
賜
わ
り
、
京
中
勤
番

・
官
中
候
辰
翰
御
用
掛

・
東
照
宮
宮
司
な
ど
を
歴
任
し
、
明
治
三
十

一
年
春
、
正
四
位
に
叙

せ
ら
れ

(
3
)

た
が
、
同
年

六
月
、
東
京

に
お
い
て
没
し
た
。
享
年
六
十
六
で
あ

っ
た
。

二
、
版

籍

奉

還
よ

り
廃

藩

置

県

へ

王
政
復
古

の
大
方
針
に
基
き
、
幕
藩
制
を
棄
揚
す
る
た
め
、
諸
藩
は
ま
ず
版

(
版
国
、
領

土
)
、
籍

(
戸
籍
、
人
民
)
を
天
皇

に
返
還

せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

1
、
明
治

二
年
、
版
籍
奉
還
布
告

(
折
紙
)

一
通

本
多
河
内
守

(
召
)

(
召
)

今
般
版
籍
奉
還
之
儀

二
付
、
深
ク
時
勢

ヲ
被
為
察
、
広
ク
公
儀

ヲ
被
為
採
、
政
令
帰

一
之
思
食

ヲ
以
、
言
上
之
通
被
聞
食
候
事

六
月

行
政
官

本
多
忠
貫
は
、
安
政
五
年
家
督
を

つ
ぐ
と
同
時
に
従

五
位
下
に
叙

せ
ら
れ
、
伊
予
守
に
任
ぜ
ら
れ

て
い
た
が
、
慶
応

三
年
十
月
、
河
内
守

に
遷
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
行

政
官
と

い
う

の
は
、
明
治
元
年
閏
四
月
、
政
体
書
に
基
き
設
け
ら
れ
た
七
官

の

一
つ
で
、
太
政
官
は
そ
れ
を
総
轄
し
た
官
名
で
あ

っ
た
。

2
、
明
治

二
年
、
神
戸
藩
知
事
辞
令

(
折
紙
)

一
通

次
い
で
、
各
藩
主
は
、
今
や
地
方

に
幡
居
す

る
封
建
領
主
で
は
な
く
、
中
央
政
府
か
ら
任
命
さ
れ
た
知
事
と
し
て
、
さ
し
当
り
、
旧
藩

の
行
政

に
任
じ
た
。

本
多
河
内
守

神
戸
藩
知
事
被
仰
付
候
事

(朱
印

・
印
文
太
政

官
印
)

ユ

明
治

二
年
己
巳
六
月

-
本
多
家
の
維
新
史
料
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本
多
家
の
維
新
史
料

こ
の
文
書
の
折
封
の
上
書
に
よ
れ
ば
、
「
六
月
廿
三
日
、
西
城

(
二
条
城
)
大
広
問
に
於
て
、

三
条
右
大
臣

(
実
美
)
殿
出
席
、

坊
城

(俊
政
)
右
大
弁
殿
よ
り
下
付

さ
れ
た
」
と
、
そ
の
次
第
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

3
、
明
治
三
年
、
神
戸
藩
制
取
調
書

(折
畳
状
)

二
鋪

明
治
三
月
十
月
、
太
政
官

の
命

に
よ

っ
て
、
本
多
忠
貫

は

『神
戸
藩
制
取
調
書
』
を
作
製
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
を
重
視
し
、
本
誌
第

一
五
号
に
最
初
の
報
告
書
を

寄
稿
し
た
が

(
拙
論
A
)
、
い
ま
、
そ

の
成
立

の
経
過
と
意
義
を
左
に
転
載
し
て
お
こ
う
。

明
治
三
年
九
月
十
日
、
太
政
官
は
藩
制
改
革

の
大
綱
を
下
達
し
て
い
る
が
、
そ

の
冒
頭
に
藩
を
三
分
し
、
物
成

(米
高
)

↓
五
万
石
以
上
を
大
藩
、
五
万
石
以
上

を
中
藩
、
五
万
石
以
下
を
小
藩
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来

の
親
藩

・
譜
代

・
外
様

の
別
、
あ
る
い
は
、
国
持

・
城
持

・
無
城
の
別
な
ど
、
幕
藩
制
的
格
差
を

一
切
否
定
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
藩
を
中
央
政
府

に
属
す

る
平
等
な
立
場
の
地
方
行
政
区
画
と
し
て
置
き
替
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
ま
だ
旧
藩
主

を
知
事
と
し
て
残
置

せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
、
飛
地
な
ど
が
多
く
、
領
地
の
犬
牙
錯
綜
と
い
う
旧
態
が
温
存
さ
れ
た
こ
と
、
経
済
力

の
弱
い
小
藩
が
多

か

っ
た

こ
と
と
い
う
よ
う
な
問
題
が
残
さ
れ

て
い
た
。
わ
が
神
戸
藩
も
畿
内
の

一
小
藩
と
し
て
、
こ
う
し
た
情
勢

の
な
か
で
、
新
時
代
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

太
政
官
は
、
こ
の
大
綱
を
中
心
と
し
て
、
次
々
と

こ
ま
や
か
な
布
令
を
発
し
、
そ
れ
に
基

い
て
各
藩
に
お
い
て
改
正
し
た
結
果
を
報
告
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
本

多
家
に
は
、
こ
の
と
き

の

『
藩
制
取
調
書
』

の
写
し
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ら

の
布
令
に
敏
感
に
対
応

し
て
実
施
し

つ
つ
あ

っ
た
諸
改
革

の
中
間
報

告
と
で
も

い
う
べ
き
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
二
通

の
大
型
用
紙

の
表
裏

に
認
め
ら
れ
、

一
六
折
り
に
折
り
畳
ま
れ

て
い
る
が
、
そ

の
第

一
通

の
日
付
は
明
治
三
年

十
月
で
あ
り
、
も
う

一
通
は
同
年
閏
十
月
で
、
そ
の
補
則
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
で
、
い
ま
前
者
を
A
文
書
、
後
者
を
B
文
書
と
名
付
け

て
区
別
し
て
お
こ
う
。

A
文
書

の
勢
頭
に
、
左

の
如
き
知
事
諭
告
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

今
般
藩
制
被
仰
出

ノ
朝
旨

二
基
キ
、
更

二
政
庁

ノ
規
則

ヲ
改
正

ス
、
知
事
以
下
史
生

二
至
ル
マ
テ
、
藩
治

ノ
事
勢
総

テ

一
局

ニ
テ
取
扱

ヒ
、
旧
弊

ヲ
除
キ
、
冗
費

ヲ

省
キ
、
民

ノ
為

二
官

ヲ
設
ク
ル
ノ
道

ヲ
失

ハ
サ
ラ
ン
事

ヲ
要

ス
、
今
藩
庁
規
則
数
条

ヲ
掲

ケ
テ
其
綱
領

ヲ
示
ス
、
其
他
節
目
ノ
如

キ

ハ
、
漸
ク
衆
議
ヲ
蜴

シ
、
論
定

ス
ヘ
キ
也

知

事

藩
制
改
革

の
意
気
ご
み
を
知
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
そ
こ
で
、
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
A
文
書

で
は
1
藩
庁
規
則
、
2
藩
職
員
令
、
3
歳
入
見
込
、
4
海
陸
軍
費
、
5
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歳
出
見
込
の
五
項
目
。
B
文
書
で
は
、
1
士
族

・
卒
法
令
、

2
士
族

・
卒
家
禄
草
案
、
3
士
族

.
卒
禄
制
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
細
部

に
つ
い
て
は
、

一
切
を
右

の
拙
論

に
ゆ
ず
る
か
、
こ
こ
で
、
そ
の
結
論

の

一
部
を
転
載
し
て
御
参
考

に
供
し
た
い
と
思
う
。

廃
藩
置
県

は
、
明
治
四
年
七
月
に
強
行
さ
れ
た
。
そ

の
前
年

の
九
月
か
ら
、
新
政
府
の
指
導
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
た
藩
制
改
革
は
、
そ
の
前
提

で
あ

っ
た
の
で
あ

る
・
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
作
製

さ
れ
た
藩
制
取
調
書

は
、
そ
の
努
力
目
標
と
も

い
え
る
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
同
時

に
そ
れ

は
、
当
時

の
藩

の
か

か
え
る
諸
問
題
を
意
識
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
は
ず

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
当
時

の
藩
の
情
況
を
示
す
も

の
で
あ

っ
た
と
い
、兄
よ
う
。

(
中
略
)

明
治
五
年
以
降
、
中
央
集
権
国
家
確
立

の
た
め
に
、
次
々
と
打
出
さ
れ
た
戸
籍
編
成

・
学
制
頒
布

.
地
租
改
正

.
徴
兵
令
施
行

.
旧
藩
債
の
処
分
な
ど

一
連

の
新

政
策
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
当
局

の

一
部
に
よ

っ
て
策
動
さ
れ
て
い
た
廃
藩
置
県
が
強
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
必
要
性
は
、
こ
う
し
た
畿
内

の

一
小

藩

に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と

み
る
こ
と
が

で
き

よ
う
。

4
、
明
治

四
年

、
知
事
免
官
状

(折
紙
)

一
通

か
く

て
、
維
新
政
府
は
同
年
七
月
、
予
定
の
如
く
廃
藩
置
県
を
実
行
す
る
。
本
多
神
戸
藩
知
事
に
下
付
さ
れ
た
免
官
状
は
左

の
通
り
で
あ
る
。

神
戸
藩
知
事

本
多
忠
貫

免

本

官

辛
未
七
月

太
政
官

こ
の
文
書
の
折
封
上
書

に
よ
れ
ば

「
明
治
四
年
七
月
十
五
日
、
名
代
と
し
て
神
谷

(直
与
)
大
参
事
が

こ
れ
を
受
領
し
た
」
と
あ
る
。

薩
長
土
三
藩
か
ら

一
万

の
兵
を
徴
し
て
東
京
に
集
中
し
、

こ
れ
を
背
景
と
し
て
強
行
し
た
廃
藩
置
県
も
か
く
し
て
あ

っ
け
な
く
実
現
し
、
維
新
変
革

は
予
定

の
行
程
を

進
め
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

三
、

文

明
開
化

と

地
租

改

正

明
治
四
年
九
月
、
東
京

に
移
住
し
た
本
多
忠
貫
は
、
芝
高
輪

の
私
邸
が
崩
壊
し
て
い
る
た
め
、

本
多
家
の
維
新
史
料

そ
れ
を
廃
し
て
神
田
橋
門
外

の
藩
邸
に
居
住
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
や
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本
多
家
の
維
新
史
料

が
て
同
年
十

一
月
、
神
戸
県
は
安
濃
津
県

に
合
併
さ
れ
、
同
五
年
三
月

に
は
、
三
重
県
と
改
称
さ
れ
た
。
そ
の
前
後

の
史
料
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

1
、
明
治

四
年
、
華
族
教
育
に
関
す

る
詔
書

(
版
本

・
切
紙
)

一
通

折
封

の
上
書
に
よ
る
と
、

辛
未
十
月
廿
五
日
、
東
京
府

へ
御
呼
び
、
家
扶
罷
出
候
処
、
去
廿
二
日
御
達
詔
書
板
本
写
御
渡

と
あ
る
。

こ
の
趣
旨

は
、
開
化

.
富
強
の
列
国
に
学
び
、
国
民
勤
勉

の
力
を
養
う
た
め
に
学
問
を
奨
励
す
る
も

の
で
、
と
く
に
華
族

の
率
先
鼓
舞
と
、
外
国

へ
の
留

学

を

す

す

め
、
ま
た
、
女
子
教
育

の
振
興
を
期
望
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。

一
方

で
は
庶
民
教
育

の
た
め
に
翌
五
年

に
は
学
制
頒
布
が
出
現
し
て
お
り
、
学
問

・
教
育

の
刷
新
を
推
進

す
る
も

の
と
し
て
、
華
族

へ
の
期
待
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

2
、
明
治

五
年
、
御
布
告
書
留

(
ふ
と
こ
ろ
帖

・
墨
付
七
五
枚
)

一
冊

本
多
家
に
は
、
こ
の
期

の
も
の
と
し
て
、
明
治

五
年
の
薄
紙

の
ふ
と
こ
ろ
帳

(S
°。
㎝
×
一①
㎝
)
が
あ
る
。
「
明
治
五
壬
申
年
、
御
布
告
書
留
」
と
あ
る
よ
う
に
太
政
官

や
宮
内
省

.
東
京
府
な
ど

の
、
同
年
四
月

か
ら
八
月
ま
で
の
布
告
類
を
書
き
留
め
た
も
の
で
、
当
時
の
社
会
情
勢
や
、
政
治
の
急
務
を
か
た
る
も

の
と
し
て

重

要

で

あ

る
。

「
戸
長

ヨ
リ
添
廻
章

ハ
略
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
戸
長
を
通
じ
て
下
達
さ
れ
て
い
る
が
、

一
々
の
添
廻
章

は
略
さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
下
達

の
順
に
書
き
継

が
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容

は
各
種
雑
多
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
主
な
も

の
を
拾

っ
て
み
る
と
、

一
番
早

い

「
正
月
十

二
日
到
来
」
は
新
年
ら
し
く
十
八
日
の
歌
会
始

に
関
す
る
宮
内
省

の
通
達

で
、
御
題
は

「
風
光
日

々
新
」
と
あ
り
、
十
七
日
ま
で
に
当
省

へ
持
参
す
る
よ
う

に
、
と
い
う

の
で
あ
る
。
次
で

「
十
三
日
到
来
」
で
は
北
白

(伎
)

川
宮
亮
去
に
つ
き
、
十

二
日
よ
り
三
日
間

「
歌
舞
妓
音
曲
令
停
止
」
と

い
う
も

の
で
あ

っ
た
。
十

二
日
に
東
京
府
よ
り
発
せ
ら
れ
た
も

の
が
十
三
日
に
到
来
し
た
と
い
う

の
も
、
緩
慢
な
情
報
伝
達
法
が
う
か
が
わ
れ
て
隔
世

の
感
が
あ
る
。

次
に

「
正
月

二
十
日
到
来
」

の
も
の
に
な
る
と
従
来
発
行

の
太
政
官
や
民
部
省
の
金
札
が
粗
悪
な
た
め
贋
造
を
謀
る
も

の
が
多
く
、
且

つ
旧
藩
札
は

一
般
の
流
通

の
便

を
失

い
、
弊
害
が
少
く
な
い
状
況
で
あ
る
か
ら
、
今
般
革

め
て
精

工
な
新
紙
弊
を
発
行
す
る
。
追

々
製
造
成
功

の
都
合

に
よ
り
、
従
来

の
官

・
藩

の
金
札
と
引
換
え
も
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
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以
下
皇
室
や
宮
廷
行
事
関
係

で
は
、
五
月

の
天
皇

の
西
国
行
幸
、
五
節
句
や
祈
年
祭

・
神
武
天
皇
祭
な
ど
の
参
賀

の
件
、
戸
籍
関
係

で
は
家
族
書

の
提
出
、
地
租
関
係

で
は
地
券
発
行

・
地
租
上
納
法
の
下
達
、
交
通

・
通
信
関
係

で
は
駅
逓
寮
京
都
出
張
所
廃
止
、
小
川
町
辺
の
道
路
修
理
、
馬
車

・
人
力
屯

・
自
転
車
等

の
躯
税
、
車

.
馬

以
外
夜
間
無
灯
火
通
行
の
許
可
、
助
郷
廃
止
な
ど
。
外
国
関
係
で
は
支
那
人
の
日
本
人
児
童
売
買
事
件
、
御
傭
外
国
人

の
給
料
、
海
外
留
学
生

の
資
金
問
題
な
ど
。
宗
教

・
風
俗
関
係

で
ぱ
、
神
祇
省
廃
止
と
教
部
省
設
置
、
僧
侶

の
肉
食

・
妻
帯

・
蓄
髪
勝
手
次
第

、
華
族

・
寺
院
等

の
名
目
金
銀
貸
付
制
限
な
ど
、
事

の
軽
重
を
問
わ
ず
、
順

序
も
不
同
、
ま
さ
に
文
明
開
化
氾
濫

の
趣
き
を
呈
し
て
い
る
。

3
、
明
治

六
年
、
か
な

つ
け
お
ふ
れ
が
き

(刊
本
書
冊

・
墨
付
九
枚
)

]
冊

地
租
改
正
が
維
新
新
政

の
重
要
課
題

で
あ

っ
た
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な
い
が
、
そ
れ
に
先
行
す
る
地
券
発
行

・
地
租
上
納

に
関
す
る
布
告
は
す

で
に
明
治

五
年

の

『
御

布
告
書
留
』

に
も
か
な
り

の
量
を
占

め
て
い
た
。
や
が
て
同
六
年
七
月
に
至

っ
て
周
知

の
条
例
が
施
行
さ
れ
、
こ
の
大
事
業

の
第

」
歩
が
踏
み
出
さ
れ

る
こ
と
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。

本
書
は
、
本
条
例

の
普
及
の
た
め
に
、
啓
蒙
的

に
市
販
さ
せ
た
も
の
で
、
ま
ず
天
皇

の
上
諭
、
太
政
大
臣

三
条
實
美

の
布
告
第
二
七
二
号
、
次
い
で
大
蔵
省
事
務
総
裁

・
参
議
大
隈
重
信

の
地
租
改
正
条
例
七
章
と
同
施
行
規
則

一
七
則
が
示
さ
れ
て
い
る
。
版
元
は
東
京
通
塩
町
の
通
明
社
仮
局
と
あ
り
、
表
題
通
り
全
文

ふ
り

仮

名

付

き

で
、
定
価
三
銭
五
厘
と
あ
る
。

か
く
し
て
、
明
治
新
政
府
は
、
不
平
士
族
の
叛
乱
や
自
由
民
権
運
動
な
ど
と
平
行
し
た
、
激
し
い
反
対
運
動
と
た
た
か
い
な
が
ら
推
進
し
た
地
租
改
正

の
、
永

い
第

一

歩
を
踏
み
出
す

こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

こ
こ
に
、
全
五
編

の
小
論
を
も

っ
て
、
主
な
史
料
を
紹
介
し

つ
つ
簡
略
な
が
ら
伊
勢
神
戸
藩

の
成
立
か
ら
崩
壊
ま
で
を
概
観
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

続

い
て
は
、
史
学
研
究
所

の
事
業
と
し
て
、
『本
多
家
文
書
目
録
』
の
刊
行
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。
本
多
家
文
書
は
、
文
書

・
記
録
約

一
一
〇
通

・
四
〇
冊
、
典

籍

類

約

五
〇
冊
、
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
当
主
康
彦
氏
が
戦
時
中
労
苦
を
重
ね
て
保
持
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
且

つ
史
学
研
究

に
稗
益
す
る
重
要
な
も

の
も
少

く
な
い
の
で
、
た
だ
単
な
る
文
書

の
題
名
の
羅
列
に
と
ど
め
ず
、
相
当
量

の
原
本

の
全
文
、
あ
る
い
は
そ

の
部
分
を
、
重
要
度
に
応
じ
て
適
宜
複
刻
す
る
計
画

で
あ
る
。

本
多
家
の
維
新
史
料
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本
多
家
の
維
新
史
料

そ

の
た
め
に
、
右

の
五
編

の
小
論
と
、
学
生
の
手

に
よ
る
筆
写
本
を
援
用
し
て
、
実
り
多
き
も

の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

注

ま
さ
の
り

(
-
)

本
多
忠
貫
は
、
父
は
戸
沢
正
令

で
あ
る
が
、
母
は
豪
毅

を
も

っ
て
聞
え
た
薩
摩
藩
主
島
津
重
豪
の
女
で
あ

っ
た
か
ら
、

多
分

に
そ
の
血
を
受
け
つ
い
で
い
た
と

考
え
て
よ
か
ろ

う
。
養
祖
父
の
家
訓
書

『旅

の
夢
』
の
記
述
に
み
て
も
、
若
輩
な
が
ら
か
な
り
し

っ
か
り
し
た
人
物
で
あ

っ
た

こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る

(前
掲
拙
論
D
)
。

(
2
)

本
多
家
文
書

の
明
治
二
年

『
御
所
当
直

二
付
筆
頭

ヨ
リ
回
章
之
写
』
に
よ
る
と
、

天
皇

の
東
京
行
幸

の
間
、

皇
居
警
衛
に
任
じ
た
も

の
ら
し
く
、

そ

の
勤
務

の
概
要
が
知
ら
れ

る
。

さ
き

(
3
)

ち
な
み
に
、
忠
貫

の
跡
は
嫡
孫
忠
鋒
、
そ
の
長
男
忠
照

と
継
が
れ
た
が
、
忠
照
は
昭
和
五
年
十
月
、
学
習
院

に
在
学
中
死
去
し
、
嗣
子
が
な
か

っ
た
の
で
膳
所

の
本
多
家
を
継

い

で
い
た
康
直

(忠
貫

の
弟
)

の
三
男
で
、
桃
谷
家

の
養
子

と
な

っ
て
い
た
恒
彦
が
、
忠
照

の
後
継
者
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
当
主
康
彦
氏
は
そ
の
長
男
で
あ
る
。
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